
ルッカルッカルッカルッカ（（（（LuccaLuccaLuccaLucca））））    

今回は、残り少ないミラノ生活に悔いを残さないように少し遠出することとしました。最初の目的地

はトスカーナ州の人口 82000 人の街“ルッカ”です。この街は、世界遺産でも「最も美しい村」で

もありませんが、イタリアの暫定世界遺産リストに、“Historic Center of Lucca”として挙げられて

います。ユネスコに世界遺産登録を申請するとき、その観光地は各国の暫定世界遺産リストに入って

いることが絶対条件となります。従って、各国は、将来世界遺産に登録してもらいたいと思ったとこ

ろは全てこの暫定世界遺産リストに載せておかないといけないのです。要するに、暫定世界遺産リス

トとは、各国が自信を持って薦めることが出来る観光地で、しかも世界遺産の予備軍なのです。 

それに加えて、チンクエ・テッレで一人旅をしていた 75歳の日本人女性が、ルッカは良いところだ

から絶対に行かなくてはいけないと言っていたこともきっかけとなりました。 

 

ルッカはエトルリア人が開いた古い街でしたが、古代ローマによるイタリア統一の過程の中でルッカ

も紀元前 180 年頃にローマ人が住民の多数を占めるまでになっています。西ローマ帝国を消滅させ

てイタリア王となったオドアケルの略奪を受け、553年には東ローマ帝国軍に包囲される等、ルッカ

はこの頃から要塞都市として機能を発揮していました。11 世紀にはコンスタンティノポリスと並ぶ

絹の交易地として繁栄を謳歌し、14世紀には、なんとフィレンツェと並ぶ勢力を誇っていたのです。

15 世紀からは周辺の有力諸侯の支配を受けた時期もありましたが、フィレンツェやジェノヴァと同

じように常に独立を維持していました。19 世紀、ナポレオンがヨーロッパの覇権を握っていた時代

にナポレオンの妹・エリザ・ボナパルトがルッカ一帯を支配する「ルッカ＝ピオンビーノ大公妃」と

なり、1809年にはトスカーナ大公国の女大公となっています。それもあって、1815年のウィーン会

議で、一度はルッカ公国として独立を認められたのですが、1847 年にフィレンツェのトスカーナ大

公国に編入されると、1861 年に成立したイタリア王国に組込まれることとなり、現在に至っていま

す。大きな街なのですが、今でも、旧市街は 14-15 世紀にかけて建てられた城壁でほぼ完璧に囲ま

れていて中世の美しい街並みを残しています。 

 

ミラノを朝早く出て、ジェノヴァ経由でルッカに向かって、午前 11 時 40 分にルッカに着く予定で

したが、ロゴレド発ジェノヴァ行きの列車が 30分近く遅れたため、ジェノヴァで乗換えに間に合わ

ず、最終的に、ヴィアレッジョでのバスの乗り継ぎ時間も含めて予定より 2時間遅れの午後 1時 30

分過ぎに到着しました。今回は、出足から長い旅となってしまいました。日帰りだと致命傷にもなり

かねない遅れですが、今回は余裕のある 1泊予行でしたので助かりました。 

この時間帯で開いている教会はドゥオモだけなので、バス停から真っ直ぐにドゥオモに向かいました。

途中、ナポレオン広場はロック・フェスティヴァルの準備と街頭市でたくさんの人が出ていました。

この街頭市はドゥオモまで続いています。ドゥオモの手前にある古いサン・ジョヴァンニ教会は、現

在は教会として使われていないようですが、教会内部を公開しています。入場料はドゥオモと美術館

とを併せて全部で 6 ユーロと格安なので、入場券を買って中に入ってみました。どうも、この教会

はローマ時代（期限 4,5世紀）のバシリカの上に建てられた様で、地下にはその遺跡が眠っています。

教会の床から地下にもぐる通路があり、そこを通るとまるで遺跡ツアーのようです。説明書きは全て

イタリア語なので詳しい内容は不明ですが、後日調べてみようと思います。また、教会の壁にもフレ

スコ画が残っていて、なかなか見所の多い教会でした。 



 

 

 

ルッカのドゥオモは 1060年にロマネスク様式で建てられました。後陣と鐘楼はその当時のものです

が、ファサードを含むその他は 14世紀にゴシック建築で建て直されています。但し、この教会のフ

ァサードが左右対称ではないのです。ファサードの右側のアーチの幅が細くなっています。しかし、

ファサードの直ぐ右側に聳える鐘楼が全体のバランスをとっているようです。この教会のファサード

はピサ・ルッカ様式と呼ばれる連続開廊アーチが特徴です。このデザインは教会とは思えません。よく

見ると、隣の鐘楼の塔頂はぎざぎざになっています。まるで、宮殿や城のデザインです。多分、都市要塞

としての機能を各時代に発揮せざるを得なかった状況を持つこの街の歴史に関連しているのかもしれま

せん。但し、薄暗い教会内部に入ると直ぐに神聖な雰囲気に包まれてしまいます。教会の後陣への入場は

有料ですが先ほどの共通券が使えます。

 



 

 

 

この時点で携帯のバッテリーが切れて写真が撮れなくなりました。ドゥオモ内のチケット売り場の女

の子にチャージをお願いしてドゥオモ内部を写真撮影なしで見て廻りました。続けて、共通件でカバ

ーされる写真撮影禁止のドゥオモ博物館にも入り、ここでもチケット売り場の女の子にバッテリー・

チャージをお願いして、ドゥオモ関連の聖具・宗教関連の絵画・彫刻をゆっくりと見て廻りました。 

次の目的地は、ルッカのシンボルにもなっているトッレ・グイニージ（グイニージ塔はグイニージ宮

殿と共に 14世紀に建てられた）です。ここの塔頂には木が生えています。数百年前から植えている

そうで、今では日影を作ってくれています。涼しい風も爽やかで景色もよく、本当に気持ちの良いと

ころです。ルッカの街を見ると教会と塔が多いのがわかります。また、同じ色のレンガ屋根は、その

街の独自性と歴史の象徴です。もちろん、街の先にはトスカーナの丘陵地帯が広がっています。 

 



 

 

ずっと、涼しい塔頂に居て、美しい景色を眺めていたかったのですが、時間も限られていますので、

地上に下りてローマ時代の円形劇場を目指しました。ルッカの円形劇場は遺跡ではありません。元々

ローマ時代の円形劇場だったところは、今ではアンフィテアトロ （円形劇場）と呼ばれる広場にな

っています。その周り 360度には、ローマ時代の観客席をそのまま利用して中世の建物が建ってい

ます。要するに、その 2000年前の土台に建てた中世の建物に、現在でも、1回はお店ですが 2回に

は住民が住んでいるのです。さすがに、イタリアですね。この広場にはカフェやお土産屋もあり、ジ

ェラートを食べている観光客を含めてたくさんの人がここに佇んでいました。この円形劇場は全周を

建物に囲まれていますので、広場へ入るには 4方向にある門を通らなくてはいけません。非常に不

思議な広場です。もちろん、この広場の周りの道路も楕円にぐるりと一周まわっているのですが、広

場の中の様子は外側からではわかりません。ですから、初めて訪れた人は、その楕円形の形と大きさ

にびっくりすると思います。こんな広場はイタリアでもここしかないのではないかと思います。

 

 

続いて、直ぐ近くのサン・フレディアーノ教会のモザイクを見に行きました。この教会も 6 世紀に

建てられたローマ時代のバシリカを 12世紀に今の外観に建て直したのです。外観はシンプルな教会

なのですが、ファサードの上部にはきれいなモザイクがあります。外観がシンプルだからこそモザイ

クが引き立つのでしょう。この教会のファサードは、13世紀に作り始め 14世紀に完成しています。

このきれいなモザイクは 13 世紀のものだそうです。教会の中は重厚感を感じますが、よく見ると、

かなりのダメージがありますがフレスコ画が各所に見られます。また、新しいそうですが、バロック

長の彫刻のきれいな礼拝設備が入口の直ぐ横にありました。 



 

 

街の中心部に向かいました。ローマ時代のフォロのあった広場にはサン・ミケーレ・イン・フォロ教

会があります。ロマネスク建築とのこと。ミラノと違って、この地方ではより装飾性が強いのですね。

この教会では、ピサ・ルッカ様式の連続開廊アーチがファサードと側面の両方にあり、目を奪われる

くらい素晴らしいのです。こんな素晴らしい装飾がある建物をロマネスクと言って良いのでしょうか。

この教会は 8 世紀の教会を 1070 年に再建したものです。また、この美しいファサードは 13 世紀に造ら

れました。だからゴシック建築ですよね。ゴシックに限りなく近いロマネスクなのでしょうか。とにかく、

素晴らしい外観です。逆に、教会の中は非常にシンプルです。でも重厚感があります。 

  

 

ここの広場の地下にはローマ遺跡が眠っているのでしょうか。賑やかな広場でした。 

  



一通りの観光を終えて、街歩きをしました。街の周りの城壁は 4.5キロもあり、それがほぼ完璧に残

っています。これほどの城壁が当時に近い状態で残されている街はイタリアでも珍しいそうです。今

ある城壁は、14,15世紀に建てられたものですが、この街の城壁の歴史はローマ時代に遡るそうです。

何度も戦争で壊されては何度も修復されたのでしょうね。今や、市民の憩いの場になっています。ル

ッカは、あの日本人女性の言葉どおりの素晴らしい街でした。到着が予定より 2 時間も遅れました

が、遠いところをわざわざ来た甲斐があったと感じました。 

  

 

ルッカに行くには、ジェノヴァ経由とフィレンツェ経由の 2 通りあり、ミラノをどんなに朝早く出

発しても、どちらから行ってもルッカ到着は午前 11時半過ぎになります。フィレンツェ経由はミラ

ノ中央駅から高額なユーロスター（52ユーロ）を使うので、今回は安い ICでジェノヴァに出ました。

それが間違いでした。ロゴレドを朝 7時 12分発の ICでジェノヴァに（16.5ユーロ）、そこからロー

マ行き IC でヴィアレッジョ駅まで（13.5 ユーロ）行く予定でしたが、ロゴレド発の IC が 30 分近

く遅れたのでローマ行きの ICに乗れず、結局 1時間後の ICに乗ることになりました。チケットの

切り替え手続きは、ジェノヴァの trenitalia のインフォメーションでやってくれます。但し、次の

ICも席がいっぱいで、勝手に空いている席に座るしかありません。また、この ICは停まる駅も多く

時間が係り、ヴィアレッジョへ到着したのは結局 12時半近くになりました（1時間 40分遅れ）。 

ヴィアレッジョはリグーリア海の港町ですので、相変わらず、リゾート客で賑わっています。駅前か

ら VAI Bus Linea P529のバスで約 50分後にルッカに到着です（片道 3ユーロ）。バスの待ち時間も

あり、最終的に、ルッカ到着は午後 1 時半過ぎてしまい、予定より 2 時間遅れとなってしまいまし

た。VAI Bus はヴィアレッジョとフィレンツェ間を結んでいて、フィレンツェからルッカに行くに

もこのバスを利用します。ヴィアレッジョ及びフィレンツェからルッカまでは列車もありますが、9

時から 12時までは、何故か本数が非常に少なく不便なのです。12時過ぎるとヴィアレッジョからは、

1時間間隔でフィレンツェ行きがあり、更にルッカ行きもありますので、午後は列車でも良いでしょ

う。但し、ルッカ駅から街の中心部へは歩いて 15分くらいはかかります。 

 

ルッカを出たのは、既に 3 時半を過ぎていましたので、駅まで歩いて 1 時間間隔で走っているフィ

レンツェ行き列車に乗りました。フィレンツェまでは、料金が 5.2ユーロで所要時間は 1時間 20分

です。但し、今回は、ルッカからフィレンツェ経由でアッシジ（フィレンツェから 2 時間半）まで

行きましたので、料金はまとめて 14.2ユーロでした。 


